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重症虚血肢に対する下腿-足部バイパス術
閉塞性動脈硬化症に対する下腿動脈-足部動脈へのバイパス成績
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すべき結果であった。
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対象・方法

１９９３年６月から２０００年１０月までに当科で経験

した下肢閉塞性動脈硬化症に対する血行再建術は

167例２１７肢で，大腿動脈以下の末梢バイパスは

120例132肢であった。このうち，下腿動脈，足部

動脈へのバイパス術40例44肢について成績を検討

した。症例の内訳は，男性３３例，女性７例，年齢

は４９～82(70.2士7.0,Ｍ士ＳＤ)歳であった。術前

の虚血重症度は，Fontaine2度１７肢，Fontaine3

〔要旨〕過去７年間に施行した下肢閉塞性動脈硬化症に対する下腿・足部動脈バイパ

ス４０例44肢(男３３例，女７例，年齢70.2士7.0歳)について検討した。末梢吻合部

位は，睡骨動脈34,緋骨動脈８，足背動脈２で，１１肢がsequentialbypassであっ

た。グラフトは，自家静脈38,人工血管と自家静脈によるsequentialbypass6であ

った。全グラフトの２年累積開存率は，一次70.0％，二次86.8％であり，ほぼ満足二次86.8％であり，

結果

１．バイパス術式，グラフト材料

バイパス術の末梢吻合部位は，前歴骨動脈７，後

腔骨動脈27(終末後睡骨動脈5)，緋骨動脈８，足背

動脈２であった。これらのうち，１１肢(25.0％)が

大腿一膝嵩一下腿動脈sequentialbypassであった

(表2)。グラフト材料は，in-situbypass24，

reversedveinbypassl4(上肢静脈３，小伏在静脈２

が含まれる)，人工血管とｖｅｉｎによるsequential

bypass6であった(表３)。
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はじめに

下肢閉塞性動脈硬化症では，病変が末梢であるほ

ど重症虚血例が多く，その血行再建成績は中枢側の

再建成績に比べると必ずしも満足できるものではな

い。当科では，病変部位への吻合を可及的避け，十

分な末梢血行を得るために積極的に末梢動脈へのバ

イパス術を行ってきた。今回，閉塞'性動脈硬化症に

対する下腿動脈，足部動脈へのバイパス成績を検討

したので報告する。

および４度２７肢であった。手術では，可及的病変

部位を避け末梢へ吻合し，グラフト材料は，大伏在

静脈を原則とした。十分なグラフトが得られない場

合は，上肢静脈または小伏在静脈を使用し，これも

得られない場合は，人工血管と静脈により大腿-膝

嵩-下腿動脈sequentialbypassとした。術前の併

存症は，脳血管疾患１４例(35.0％)，糖尿病13例

(32.5％)，虚血性心疾患１０例(25.0％)，腎機能障

害９例(22.5％)，慢性血液透析患者３例(7.5％)，

心房細動７例(17.5％)であった(表1)。
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